






Study on work-life balance in pharmaceutical companies
Akemi SUGITA
Abstract
　This paper is a part of “Gender equality in pharmaceutical companies from a viewpoint of diversity 
management” research. In addition, this research has obtained the subsidy of “The Shimabara Science Promotion 
Foundation.”
　The following points are revealed whether or not differences in companies, men and women employees’.
1. To work with the WLB key measures.
2. The result was obtained from WLB.
3. Measures to increase the child care leave percentage result of men employees.
　As result, from “1” until “3”,
They were selected from three groups, 2 groups, and only 1 group.
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実 施 期 間 2010年12月４日～2011年７月22日
配 付 企 業 数 171社
配 付 方 法 郵送（含：郵送後電子メール）、スノーボール方式
回 収 方 法 郵送、電子メール
回 収 企 業 数 27社（回収率15.8％）
有効回答企業数 12社（有効回収率7.0％）
（従業員）
実 施 期 間 2011年５月18日～８月26日
配 付 企 業 数 ４社
配 付 方 法 郵送
回 収 方 法 郵送
回 収 企 業 数 ３社（回収率および有効回収率75.0％）





企業12社、女性従業員  36人、男性従業員  66人
方策
企業 女性従業員 男性従業員
順位 平均値 順位 平均値 順位 平均値
⑴　有給休暇の完全消化 7 3.33  2 3.48  1 3.90
⑵　長時間労働の廃止 1 4.50  1 3.73  3 3.44
⑶　国の主導により、男女平等の労働政策へ転換 3 4.00  4 3.00  6 3.05
⑷　処遇を成果主義にする 1 4.50  7 2.75 4 3.42
⑸　育児休業の取得率を上げる 12 2.25  3 3.20  7 2.97
⑹　短時間正規従業員制度の導入 3 4.00  12 2.36  8 2.77
⑺　年間残業時間は150時間以内 11 2.29  6 2.83  9 2.71




13 1.50  5 2.95  11 2.62
⑽　同一労働同一賃金 3 4.00 8 2.60  5 3.07
⑾　女性従業員が出産退職しない 8 2.60 8 2.60 12 2.31
⑿　女性従業員が結婚退職しない 9 2.50 11 2.38 13 2.27
⒀　その他 6 3.67 10 2.50 2 3.58
注：表中の網掛けは、企業、男女従業員の三者か、二者か、一者かが、１～５位までに選択した項目である。
企業12社、女性従業員  36人、男性従業員  66人
方策
企業 女性従業員 男性従業員
順位 平均値 順位 平均値 順位 平均値
⑴　職務への満足感や企業への忠誠心を向上させ、優秀な人材の保持につな




 1 4.17 2 3.84 2 3.78
⑶ 仕事のストレスが軽減され、勤勉な人材養成の支援となる  5 2.57 4 3.14 6 3.18
⑷　仕事におけるパフォーマンスが高まり、品質および生産性の維持・向上
につながる  3 3.83 6 2.79 8 3.05
⑸　従業員の健康保険の利用を軽減させる ― ― 11 1.33 11 2.33
⑹　従業員の自尊心を高め、不満やいかりを軽減させる ― ― 10 1.71 9 2.79
⑺　企業と従業員とがWin-Winの関係になれるベースができる  4 3.00 5 3.00 4 3.29
⑻　従業員の職場生活と個人・家庭・地域生活との自己責任管理に役立つ  6 2.25 9 2.07 10 2.40
⑼　家族の絆を強める  9 1.86 7 2.31 3 3.45
⑽　子どもの生活により密接に関与することを可能にする  7 2.00 8 2.23 7 3.07












































企業12社、女性従業員  36人、男性従業員  66人
方策
企業 女性従業員 男性従業員
順位 平均値 順位 平均値 順位 平均値
⑴　女性が専業主婦でも、育児休業中でも取得可能な産後８週間の育児休業




― ―  9 2.50 10 2.33
⑶　育児休業中の給付金を現在の５割から７割に引き上げる  5 3.17  6 2.82 2 3.62
⑷　育児休業を取得したことが、その後のキャリアに大きく影響を及ぼさな
いようにする  7 2.63  1 3.35 3 3.51
⑸　育児休業終了後、原則、原職（原職相当職）復帰を保障する  1 4.00  2 3.30  5 3.22
⑹　育児休業の取得方法を柔軟にする（たとえば、１週間のうち男性が２日、
女性が３日というように）  8 2.33  7 2.62  6 3.02
⑺　育児休業取得に対し、直属の上司がより理解を示す  4 3.63  4 2.92  8 2.80
⑻　男性従業員が育児休業の取得を強く希望する 6 2.80  5 2.83  9 2.50
⑼　男性従業員の育児休業取得を特別視しない職場風土を醸成する  1 4.00  3 3.08  7 2.86











































































































































































































































































































































UMIN（University hospital Medical Information Network）
（2010）「製薬会社」http://www.umin.ac . jp/meibo/ 
seiyaku.htm（2010.12.10アクセス）。
（17）　企業データが12社分ということから、統計処理による分析は実施しなかった。従業員データについては、統計処理で分析した結果
を発表している（杉田2012：57-70）。
